
       令和 3年 4月 9日

＜活動の様子＞

＜成果＞

地域連携活動の概要

②除草作業による地域貢献

地域にとってのメリット

①その費用対効果から担い手がいなかったが、受託することができた

:大分県宇佐市内

:１０名

地域連携活動のねらい ①安定した就労機会の確保

:令和２年４月～現在（3～4ケ月毎）

:除草作業（小菊の池、稲丸池）

  活動場所

  実施日程

 施設外就労の概要

  利用者数等

＜目的＞

要求される。そのことで一般就労に求められる意識を学ぶことができる

実施した結果:荒地となることを避け、地元の景観を保つことができた

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 地域総合支援センター大福 事業所番号 4411100342

住 所 宇佐市大字四日市2482-1 管理者名 久保田 明義

＜活動内容＞

電話番号 0978-32-1154 対象年度 令和２年度

昨年から定期的に除草作業をしていただいて大変助かっている。今後も引き続きよろしくお願いします。

以前は組合員５人で作業していたが、組合員の高齢化が進み、作業の担い手を探していた。

作業後

連携先企業名 四日市水利組合 担当者名 渡辺

連携先の企業等の意見または評価

作業前

得られた成果:①工賃確保の一助となった

   ②今後同様の作業の受託の目安とすることができた

  課題点      :もっと多くのご利用者が機械を扱えるようになれば、作業の

          効率化を図ることができる

②就労支援事業所の授産項目となり社会貢献できる

対象者にとってのメリット

外部の除草作業は期間や範囲が明確に決められており、作業の仕上がりも

様式１


